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令和６年度  事 業 報 告 書  

 

公益財団法人  日本発明振興協会  

  

当協会は昭和 28 年に｢優秀発明振興協会｣として創立､昭和 34 年 11 月 11 日｢財団法人 

日本発明振興協会｣として内閣総理大臣より設立の許可を受けた｡昭和 48 年には現在地

に日本発明振興会館を建設して当協会の目的である発明振興活動の拠点とし､旧科学

技術庁をはじめとする諸官庁の指導のもとに科学技術の普及啓発と思想の高揚を図り

産業の発展及び国民生活の向上に努めてきた｡ 

 

平成 22 年 4 月には公益財団法人の移行申請を行い､同年 11 月 19 日に内閣総理大臣よ

り移行認定書を受領し､同年 12 月 1 日に解散登記並びに設立登記を行うことによって

新たに｢公益財団法人日本発明振興協会｣として再スタートした｡ 

 

令和 6 年度においては､令和 5 年度に引き続き公益事業として４つの事業を柱に従来

の発明振興及び普及の諸事業を継続して実施した｡ 

 

第 50 回「発明大賞表彰事業」において、令和 6 年 7 月から 9 月に募集を行った案件

に対し、委員会による予備審査及び審査を経て受賞者の決定を行い、令和 7 年 3 月 13

日に表彰式を実施した。第 46 回「こども発明教室」は令和 6 年 5 月から約 8 ヵ月間、

土、日曜日などを利用して実施し、 令和 7 年 2 月 16 日に修了式を実施した。  

「発明普及事業」としては、第 44 回「発明研究奨励金交付事業」を令和 6 年 5 月から

7 月に交付申請を受け付け、11 月 19 日に交付式を行った。また、科学技術週間に参加

し、優秀発明発表会を 4 月 18 日に開催した。さらに、講演会を 12 月 10 日に開催した。

サイエンストランプについては、これまで制作したトランプの普及を図った。「会誌発

行事業」としては、機関誌「発明と生活」の発行を継続して実施した。その他、文部

科学大臣表彰への推薦を実施した。  

 

これらの事業を、必要に応じて科学技術振興機構、東京都立産業技術研究センター

との連携協力協定のもとに実施した。 
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１．発明大賞表彰事業  

    日刊工業新聞社と共催の第 50 回発明大賞の表彰事業として、中堅・中小企業及び

個人またはグループを対象に発明大賞、発明功労賞、考案功労賞、発明奨励賞、発

明育成賞を設定し、募集を行い、各賞を授与し顕彰した。令和 7 年 3 月 13 日に明治

記念館において表彰式を実施した。また、同日同会場において、 50 周年を記念する

祝賀会を開催した。  

  

発  明  大  賞（４件）  

 

（１） 発明大賞本賞  

        「磁線を活用し鉄粉をフィルターにする精密 2 次ろ過装置」   

（有）ショウナンエンジニアリング  代表取締役社長       佐澤 昌治 殿 

 

（２）発明大賞東京都知事賞   

        「大気成分の濃縮による農業用 CO2 供給装置」  

（株）西部技研         開発本部 本部長         井上 宏志 殿 

          ほか 1 名  

 

（３）発明大賞日本発明振興協会会長賞   

        「スマホ対応型軽量小型「水」総合管理システム」   

  小松電機産業（株）    代表取締役         小松 昭夫 殿 

          ほか 13 名  

     

（４）発明大賞日刊工業新聞社賞   

        「ダイカストのランナー加圧法による品質改善と生産性向上」           

（株）ダイレクト 21   代表取締役会長            岩本 典裕 殿 

          ほか２名  

 

発  明  功  労  賞（７件）  

 

（１） 「エンジンウインチ」      

育良精機（株）常務取締役 開発事業部長兼研究所所長   大槻 芳朗 殿 

 

（２） 「物体検出装置」 

 旭光電機（株）代表取締役社長             和田 貴志 殿 

                                                             ほか１名 

 

（３） 「フライヤー」 

クールフライヤー（株）代表取締役会長          山田 光二 殿 
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（４） 「Web3 及び AI を用いた真贋鑑定証明システム」  

 個   人                      熊谷 絵美 殿 

 

（５） 「天板を跳ね上げずに移動と設置ができるテーブル」  

コトブキシーティング（株） 開発部 部長        大野 康 殿 

 

（６） 「スライサー及びスライス方法」 

  （株）ニッピ機械        代表取締役社長        青田 崇 殿 

 ほか１名 

 

（７） 「ウレタン系塗料組成物および塗膜」  

（株）ユニックス   代表取締役会長兼研究室長       苗村 昭夫 殿 

 ほか２名 

 

考  案  功  労  賞（10 件）  

 

（１） 「通路形成装置」  

        伊東電機（株） 代表取締役会長              伊東 一夫 殿 

 ほか１名 

 

（２） 「低消耗で洗浄精度もアップした自動昇降式ベーパー洗浄機」  

個   人                                          梅木 義彦 殿 

 

（３） 「部屋の圧力を保ち空気汚染を防ぐ自動制御装置」    

岡谷精立工業（株） 技術部 取締役技術部長             川喜多 哲 殿 

ほか１名 

 

（４） 「快適歩行と安定自立を可能にする開閉脚式 1 点杖」    

個   人                                          佐藤 浩司 殿 

 

（５） 「試料容器」    

三晶エムイーシー（株）   代表取締役社長            一色 勝彦 殿 

 

（６） 「可搬型長時間発電機自動燃料供給システム」  

（株）ジェーピージェネレーターズ  代表取締役          小西 憲一 殿 

 

（７） 「混和型プラスチック材料永久無帯電化剤」    

（株）ボロン研究所    代表取締役 所長                浜中 博義 殿 



4 

 

 

（８） 「剝離可能な機能性シール」    

ヤマックス（株）   代表取締役社長                 伊藤 豪 殿 

ほか１名 

 

（９） 「物品移動装置システム・ソリューション」  

ユニパルス（株）   技術部 部長・技師長          嶋本 篤 殿 

 

（１０）「5G 等の高速通信を可能とする密着性向上技術」  

ロック技研工業（株）  代表取締役                  岩永 淳一 殿 

ほか１名 

 

 

発  明  奨  励  賞（４件） 

 

（１） 「昇降式点検システム」  

（株）昭電      技術開発部 課長代理           杉江 裕 殿 

ほか１名 

 

（２） 「生鮮物の保存システム及び保存方法」  

    （株）昭和冷凍プラント 代表取締役                   若山 聖子 殿 

ほか１名 

 

（３） 「遠隔で誰でも簡単に扱える産業用ロボット操作の新方式」  

    髙丸工業（株）     代表取締役                 髙丸 正 殿 

ほか１名 

 

（４） 「チャイルドロック機構付き 3 重ロック窓錠」  

     中西産業（株）    技術部 課長                    川井 征彦 殿 

ほか２名 

 

 発  明  育 成 賞・・・・・該当なし  

 

２．こども発明教室事業  

 

      第 46 回こども発明教室を日本発明振興会館地下 1 階を利用し、土曜日午後及

び日曜日午前・午後などに実施した。91 名が入室し、専任講師 1 名、講師 19 名

が交替で指導にあたった。 令和 7 年 1 月 19 日に作品審査会を行い、同年 2 月 16

日に JAM 金属労働会館にて修了式を実施した。 
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３．発明普及事業  

 

（１）発明研究奨励金交付事業 

第 44 回発明研究奨励金交付事業を実施し、令和 6 年 11 月 19 日、日本発明振

興会館において 3 件に奨励金を交付した。 

交付対象となった試作・研究題目及び受領者は次のとおりである。  

 

「金属粒子」  

    （有）ナプラ        代表取締役         関根 順子 殿 

 

    「除排雪判断支援システムおよびプログラム、道路管理方法」  

個   人                             葛西 章史 殿 

 

「エナメル線の製造方法」  

     礎電線（株）       代表取締役社長       田中 友則 殿 

 

             

（２）優秀発明発表会  

科学技術週間に参加し、令和 6 年 4 月 18 日に、第 49 回発明大賞受賞者 7 社に

よる優秀発明発表会を JAM 金属労働会館にて開催した。 

 

（３）発明相談  

        発明に関する特許、技術その他の無料発明相談について、年間を通して対応

を行った。 

 

（４）交流及び講習会等 

①交流及び見学研修会 

令和 6 年 10 月 29 日に、育良精機株式会社と株式会社流機エンジニアリング

つくばテクノセンターを見学先として、交流及び見学研修会を実施した。  

 

②講演会 

    「イノベーションの継続的実現を目指す」講演会―東京商工会議所「勇気あ

る経営大賞」受賞者である下記講演者を招き、講演会を令和 6 年 12 月 10 日

に JAM 金属労働会館にて開催した。 

 

 ・「大きく変化する時代に価値ある製品で挑戦」  

―100 年企業への新たなる道―  

  （株）清和光学製作所  代表取締役社長         岡崎  伊佐央 殿 
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③サイエンストランプ  

これまで制作した 8 種類のトランプを全国の科学館等で普及するとともに、 

「科学の甲子園ジュニア」をはじめとする学生科学コンテストの全国大会に 

参加賞として提供するなどして、引き続き普及を図った。 

 

④報道取材対応 

 広報活動の一環としてテレビ番組の取材に対応し、令和 6 年 9 月放送のテレ

ビ朝日「じゅん散歩」（関東圏）において、協会事業の一部が紹介された。  

 

４．会誌発行等事業  

機関誌『発明と生活』を 6 回発行した。発明大賞、こども発明教室等、各種協会

事業や会員の栄誉等について報告し、賛助会員及び関係各方面に配布し、普及を行

った。 

 

５．優秀発明功労者の推薦  

（１）国家褒章等への推薦 

    該当者はいなかった。  

 

（２）文部科学大臣表彰への推薦  

第 49 回発明大賞受賞者 5 件を、文部科学大臣表彰  科学技術賞 技術部門 3

件と開発部門 2 件に推薦したが、受賞には至らなかった。  

 

６．新春賀詞交歓会  

令和 7 年 1 月 20 日に明治記念館にて新春賀詞交歓会を開催した。 

 

７．理事会・評議員会など  

 

（１）令和６年度  第１回理事会（令和 6 年 6 月 4 日）  

   第１号議案 令和５年度事業報告書（案）について  

   第２号議案 令和５年度決算報告書（案）について  

   第３号議案 評議員の選任（案）について 

第４号議案 評議員会の日時及び場所並びに目的である事項について  

 

（２）令和６年度  定時評議員会（令和 6 年 6 月 24 日） 

第１号議案 令和５年度事業報告書（案）について  

第２号議案 令和５年度決算報告書（案）について  

第３号議案 評議員の選任（案）について 
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（３）令和６年度 臨時理事会（書面による理事会）（令和 6 年 9 月 9 日） 

第１号議案 事務局長の任命について  

 

（４）令和６年度 第２回理事会（令和 6 年 12 月 10 日） 

第１号議案 中間財務状況について  

第２号議案 発明振興表彰・特別表彰 表彰者について 

第３号議案 新春賀詞交歓会について  

第４号議案 謝金規程の制定等について  

第５号議案 発明大賞５０周年記念祝賀会について  

第６号議案 ホームページの改訂について  

 

（５）令和６年度  第３回理事会 （令和 7 年 3 月 11 日） 

第１号議案 令和７年度事業計画書（案）について  

第２号議案 令和７年度収支予算書（案）並びに資金調達及び設備投資の  

見込み（案）について 

第３号議案 発明研究奨励金申請要領の一部改定について  

第４号議案 臨時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項について  

 

（６）令和６年度 臨時評議員会 （令和 7 年 3 月 24 日） 

第１号議案 令和７年度事業計画書（案）について  

第２号議案 令和７年度収支予算書（案）並びに資金調達及び設備投資の  

見込み（案）について 

 


